
2019年

11月13日 13:30-16:00
【会場】尼崎商工会議所 7Ｆ 701会議室

13:40～14:40 基調講演

「本気の事業承継
～継ぐ覚悟、継がせる覚悟はできたのか～」
講師：立石 裕明 氏 (事業承継・再生コンサルタント)

第
１
部

14:50～15:10 事例紹介
～ 事業承継バトンタッチ事業のコーディネーター視点から～
尼崎市における事例を通じて事業承継をするときに考えたいこと
講師：小川 雅弘 氏 (中小企業診断士)

尼崎市事業承継プラットフォームは、行政・産業支援機関・地域金融機関等が連携して取り組む事業承継支援に係る運営母体です。
構成団体：尼崎市、尼崎商工会議所、尼崎工業会、日本政策金融公庫、尼崎信用金庫、尼崎地域産業活性化機構、尼崎経営者協会、商工組合中央金庫

尼崎市事業承継プラットフォーム事務局
（尼崎市経済部地域産業課）

TEL: 06-6430-9750 FAX: 06-6430-7655
E-mail: ama-sangyou@city.amagasaki.hyogo.jp

ご予約
お問い合わせ
(申込票は裏面)

15:20～16:00 パネルディスカッション
～事業承継成功への道を考える～

バトンタッチ診断と専門家派遣の活用ポイント
コーディネーター：小川 雅弘 氏 (中小企業診断士)

パネリスト：徐 幸一 氏 (株式会社大城工業所 会長)
：板垣 眞輝恵 氏 (三和鋼業株式会社 代表取締役)
：古林 直 氏 (マルチ株式会社 代表取締役 社長)

13:30～13:40 主催者あいさつ
尼崎市長：稲村 和美

第
２
部

第
３
部

事業承継セミナー
参加無料
定員100名

オープ
ニング

尼崎市事業承継プラットフォーム主催

水



ご予約
お問い合わせ TEL: 06-6430-9750 FAX: 06-6430-7655
(申込票は裏面)

講師プロフィール

パネリストプロフィール

セミナー申込票

氏 名

生年月日 年 月 日（ 才）

貴社名 部署・役職名

ご住所
〒 -

電話番号

連絡事項

フ リ ガ ナ

下記に必要事項を記入し、電話・FAX・E-mailなどにてお申し込み下さい。

(ご記入いただいた個人情報は、当セミナーの開催の目的以外には使用いたしません。)

小川 雅弘氏（中小企業診断士）
父親が50年近い経歴を持つ中小企業診断士であり、本人も事務所の後継者であ

る。自身の身内に商売人が多く、「日々の小さな改善の積み重ねが大きな成果に
つながる」ことをコンサルティングポリシーとしている。

徐 幸一 氏

1956年、尼崎市で生ま
れる。1979年大阪工業大
学工学部土木工学科卒業後、
株式会社大城工業所に入社。
現場管理・営業を経て経営
に携わり、 2007年、 41
歳で二代目社長に就任。営
業窓口を増やす為、近隣自
治体に会社分割や企業買収
などを行い、現在は5社の
グループ企業を運営。次期
後継者が40歳となる2020
年には事業承継予定。

板垣 眞輝恵 氏

創業者である父から事
業を引き継いだ。お客様
のご要望に合わせてオー
ダーメイドで対応する大
変珍しい大型・特殊扉専
門メーカーである。父の
ワンマン経営からプロ集
団の組織経営への改革に
奮闘してきた。現在は、
次の世代への事業承継の
ため、多方面からの支援
を受けて会社の基盤を強
化すべく進めている。

立石 裕明氏 （事業承継・再生コンサルタント）
温泉旅館の3代目として生まれ、事業承継、第二創業。阪神淡路大震災にて
被災し、事業再生を実体験する。経済産業省震災復興支援アドバイザーに就任
後、約150本／年 の商工会、商工会議所などの会員向け、指導員向け研修・
講演を実施するなど、精力的に活動する。「経営者の気持ちは、経営者でなけ
れば分からない」「被災者の気持ちは、被災しなければ分からない」

コーディネータープロフィール

前職の会社の先輩が創業
したマルチ株式会社に入社
し、1991年に代表取締役
社長に就任。「100年企業
になるために、承継しやす
い会社にしたい」との明確
な想いをもち、知的資産経
営報告書の策定を通じ、見
えない資産を「魅せる化」
するなど、次の代を見据え
た取り組みを実践。2015
年、ひょうご産業活性化セ
ンターの成長期待企業の認
定を受ける。

古林 直 氏
㈱大城工業所
会長 三和鋼業㈱

代表取締役
マルチ㈱
代表取締役
社長


